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伊 藤 直 輝  
日本文理高校３年・上関 

―夏の甲子園準優勝大変おめでとうございました。大

　会を振り返ってみて、どうですか？ 

　甲子園大会では、野球は一人でやるスポーツではな

いと改めて実感しました。色んな方々の支えや応援が

あったからこそ、決勝戦まで勝ち抜いて準優勝するこ

とが出来たと思います。 

―伊藤さんにとって、小学校時代から９年間バッテリ

　ーを組んできた若林さんの存在は？ 

　これまで自分の人生の半分を、若林と過ごしてきま

した。すれ違いや意見が合わない時など、うまくいか

ない時期もありましたが、最後の夏、最高の舞台、最

高のゲームを若林と出来たことを、とてもうれしく思

います。若林は、自分を成長させてくれる存在でした。 

―二人を目指している、野球少年たちにメッセージを

　お願いします。 

　試合に勝つために大切なのは、チームワークです。

でも、チームワークは勝手には生まれません。厳しい

練習を、チームみんなで頑張り、乗り越えることでチ

ームワークが生まれます。 

―二人の活躍は、大勢の村民が大きな夢と感動をもら

　いました。村民の皆さんにひとことお願いします。 

　関川村の皆さん、ご支援ご声援ありがとうございま

す。大会中、応援バスなどで球場に駆け付けてくださ

った皆さん、村から応援を送ってくださった皆さんの

エールは、自分やチームの力になりました。今後、自

分は大学へ行き、プロ野球選手になるために精一杯頑

張ってきたいと思っています。本当にありがとうござ

いました。 

　
十
月
三
十
一
日
、
第
九
十
一
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選

手
権
大
会
で
、
県
勢
初
の
準
優
勝
を
果
た
し
た
、
日
本
文

理
高
校
の
投
手
・
伊
藤
直
輝
さ
ん
（
上
関
）
と
捕
手
・
若

林
尚
希
さ
ん
（
下
関
）
に
地
方
自
治
功
労
者
と
し
て
、
村

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
二
人
は
バ
ッ
テ
リ
ー
と
し
て
全
試
合
に
フ
ル
出
場
し
、

県
勢
初
の
準
優
勝
に
大
き
く
貢
献
す
る
大
活
躍
。
特
に
、

決
勝
戦
の
最
終
回
に
見
せ
た
日
本
文
理
高
校
の
「
最
後
ま

で
あ
き
ら
め
な
い
姿
」
は
、
村
民
を
は
じ
め
日
本
中
の
人

に
感
動
を
与
え
、
関
川
村
の
名
を
全
国
に
広
め
て
く
れ
ま

し
た
。 

　
表
彰
式
で
は
、
平
田
大
六
村
長
が
「
バ
ッ
テ
リ
ー
の
二

人
は
、
約
七
千
人
の
村
民
に
大
き
な
自
信
を
与
え
て
く
れ

ま
し
た
。
村
の
歴
史
に
残
る
活
躍
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
と
感
謝
状
を
贈
呈
。
伊
藤
さ
ん
は
「
村
か
ら
大 

野球は自分にとって 
　　　　　親みたいな存在 
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　若 林 尚 希  
日本文理高校３年・下関 

―夏の甲子園準優勝大変おめでとうございました。大

　会を振り返ってみて、どうですか？ 

　甲子園大会では、決勝戦という最後の試合までみん

なと一緒に野球をやることができました。日本文理チ

ーム全員の気持ちがひとつになった大会で、自分やチ

ームにとって「最高の夏」でした。 

―若林さんにとって、小学校時代から９年間バッテリ

　ーを組んできた伊藤さんの存在は？ 

　野球は、小学校時代に「一緒に野球をやろうぜ」と

伊藤から誘われたのがきっかけで始めました。自分が

野球を続けているのは、伊藤が隣にいたおかげです。

伊藤は、良きライバルでもあり、人として、友人とし

て、ピッチャーとして頼れる、信頼感のある存在です。 

―二人を目指している野球少年たちにメッセージをお

　願いします。 

　甲子園の決勝戦もそうですが、あきらめない気持ち

が大切です。その気持ちがあれば、何が起きるか分か

らない。その気持ちを持って練習に取り組めば、必ず

良い結果がついてくると思います。 

―二人の活躍は、大勢の村民が大きな夢と感動をもら

　いました。村民の皆さんにひとことお願いします。 

　甲子園大会準優勝まで勝ち抜くことができたのも、

大勢の村民の皆さんからのご支援、ご声援があったか

らこそです。また、甲子園球場に大勢の方が応援に駆

け付けてくれました。特に、試合前の甲子園球場入口

での声援に、とても勇気をもらいました。ありがとう

ございました。 

勢
の
人
が
応
援
に
駆
け
付
け
て
く
れ
て
、
と
て
も
力
に
な

り
ま
し
た
」
、
若
林
さ
ん
は
「
甲
子
園
で
の
準
優
勝
は
、

多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
の
応
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
」

と
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

「
為
せ
ば
成
る
」
大
井
道
夫
監
督
が
講
演 

　
表
彰
式
後
は
、
選
手
二
人
の
恩
師
で
あ
る
、
日
本
文
理

高
校
野
球
部
の
大
井
道
夫
監
督
を
招
い
て
「
為
せ
ば
成
る
」

を
演
題
に
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
大
井
監
督
は
「
皆
さ
ん
の
声
援
の
お
か
げ
で
甲
子
園
で

も
頑
張
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
「
二
人
は
、
こ
れ
ま
で
逆

境
を
乗
り
越
え
、
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
」
と
、
村

内
外
か
ら
集
ま
っ
た
約
三
百
五
十
人
の
皆
さ
ん
に
熱
く
語

り
か
け
ま
し
た
。 

野球は人として 
　大きく成長させてくれるもの 

大
井
監
督
か
ら
、
野
球
の
指
導
方 

法
や
甲
子
園
で
の
秘
話
な
ど
を
熱 

く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

� 

Naoki  WakabayashiNaoki  Wakabayashi
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4広報せきかわ　2009・12月号 

　
村
内
五
つ
の
小
学
校
統
合
に
伴

い
、
平
成
二
十
二
年
四
月
に
開
校

す
る
関
川
小
学
校
の
校
歌
が
で
き

あ
が
り
ま
し
た
。 

　
校
歌
の
歌
詞
に
は
、
県
内
外
か

ら
十
八
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
学
校

創
立
委
員
会
（
高
橋
一
裕
委
員
長
）

で
一
次
選
考
を
行
い
四
つ
の
作
品

を
選
定
。
最
終
的
に
は
、
平
田
美

佳
さ
ん
（
小
見
）
の
作
品
に
平
田

大
六
村
長
が
決
定
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
作
曲
は
、
鮖
谷
集
落
出
身

で
音
楽
に
造
詣
が
深
く
、
元
関
小

学
校
校
長
を
務
め
た
、
前
田
彪
さ

ん
（
現
・
村
上
市
荒
川
地
区
公
民

館
長
）
に
依
頼
し
ま
し
た
。 

　
新
し
い
関
川
小
学
校
の
校
歌
は
、

閉
校
す
る
五
つ
の
小
学
校
の
在
校

生
が
練
習
を
行
い
、
四
月
五
日
の

開
校
式
で
そ
の
歌
声
に
よ
っ
て
披

露
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

 

平成22年4月開校 関川小学校 

　
平
成
二
十
二
年
四
月
開
校
に
向

け
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
き
た
、

関
川
小
学
校
の
新
校
舎
が
こ
の
ほ

ど
完
成
し
ま
し
た
。 

　
新
校
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
三
階
建
て
、
体
育
館
が
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
平
屋
建
て
で
、
屋

根
は
瓦
葺
き
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
村
で
は
、
十
二
月
六
日
に
竣
工

式
を
行
い
、
十
三
日
に
一
般
公
開

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
十

六
日
に
村
内
小
学
校
児
童
の
見
学

会
を
行
い
、
備
品
を
配
置
。
そ
の

後
、
関
小
学
校
児
童
の
引
っ
越
し

を
行
っ
て
四
月
の
開
校
に
備
え
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

　各教室や廊下の腰板・柱などに、村有林のヒノキ材
がふんだんに使用されていて、木のぬくもりが感じら
れます。また、廊下が広く、教室との仕切り壁を自由
に可動できる仕組みになっているため、明るく開放的
な空間となっています。 
　なお、詳しい施設概要は次号の広報せきかわで紹介
します。 

関川小学校の 
　　　新校舎が完成 
12月６日に竣工式 

12月13日（日）に一般公開 
9：30～15：00

し
ょ
う 

関川小学校 校章 

作者：工藤和久さん（青森県弘前市） 



5 広報せきかわ　2009・12月号 

一
　
若
あ
ゆ
泳
ぐ

荒
川
の 

　
　
か
わ
ら
ぬ
流
れ

う
け
つ
い
で 

　
　
と
も
に
学
ぼ
う

手
を
く
ん
で 

　
　
笑
顔
か
が
や
き

明
日
に
咲
く 

　
　
関
川
小
学
校 

 
二
　
飯
豊
の
山
に

は
げ
ま
さ
れ 

　
　
ゆ
た
か
な
心

わ
き
あ
が
り 

　
　
大
き
な
希
望

胸
に
だ
き 

　
　
み
ん
な
の
勇
気

ひ
か
る
と
き 

　
　
関
川
小
学
校 

 

三
　
緑
ひ
ろ
が
る

ふ
る
さ
と
で 

　
　
清
く
明
る
く

す
こ
や
か
に 

　
　
ひ
ろ
い
つ
ば
さ
に

夢
の
せ
て 

　
　
明
日
へ
は
ば
た
く

こ
と
り
た
ち 

　
　
関
川
小
学
校 

 

関川小学校 校歌 
作詞　平 田 美 佳 
作曲　前 田 　 彪 

　
土
沢
小
学
校
の
全
校
児
童
四
十

二
人
が
、
来
年
三
月
に
閉
校
と
な

る
学
び
舎
へ
の
思
い
を
込
め
て
、

空
き
缶
を
使
っ
て
壁
画
ア
ー
ト
を

制
作
し
ま
し
た
。 

　
空
き
缶
千
八
百
七
十
五
本
を
使

っ
た
壁
画
は
、
縦
四
�
、
横
五
�

と
巨
大
な
も
の
で
、
デ
ザ
イ
ン
し

た
の
は
五
・
六
年
生
の
児
童
。
木
々

や
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
池
な
ど
庭
園
グ
ラ

ウ
ン
ド
が
描
か
れ
た
ほ
か
、
学
び

舎
へ
の
感
謝
の
思
い
を
込
め
た
「
ア

リ
ガ
ト
ウ
土
沢
小
」
の
文
字
が
大

き
く
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
長
野
涼
夏
さ
ん
（
６
年
・
上
土

沢
）
は
「
針
金
に
缶
を
通
す
と
き
、

順
序
を
間
違
う
と
取
り
外
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
大
変
で
し
た
。

苦
労
し
た
だ
け
に
、
完
成
が
と
て

も
嬉
し
い
で
す
」
と
、
出
来
栄
え

に
満
足
し
て
い
ま
し
た
。 

　
空
き
缶
ア
ー
ト
は
、
十
一
月
八

日
に
開
催
さ
れ
た
、
土
沢
小
学
校

最
後
の
文
化
祭
「
き
り
で
ま
つ
り
」

で
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
に

披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

わ　か　　あ ゆ お よ　ぐ　　　　　 あ ら か　 わ　　　　の 

か　わ　　ら ぬ な が れ 　 　 う け つ い で 　 　 ー と  

も　　　　　　に　　　 ま　　　　　な　　　　ぼ　 う 

て　　　 を　　　　　く　　　 ん　　　　　で　　　　 ー 

え　が　　 お か が や　き　　　　 あ す に さ く 　 　 ー  

せ　 き　　 か わ ー しょう 　 がっ　　　　 こう　　　　ー 
せ　 き　　 か わ ー しょう 　 がっ　　　　 こう　　　　ー 
せ　 き　　 か わ ー しょう 　 がっ　　　　 こう　　　　ー 

い　い　　で の や ま　に 　 　 　 は げ ま　 さ　　　　れ 

ゆ　た　　か な こ こ　ろ 　 　 わ き あ が り 　 　 ー お  

お　　　　　　き　　　 な　　　　　き　　　　ぼ　 う 

む　　　 ね　　　　　に　　　 だ　　　　　き　　　　 ー 

み　ん　　 な の ゆ う　き　　　　 ひ か る と き 　 　 ー  

み　ど　　り ひ ろ が　る　　　　　 ふ る さ　 と　　　　で 

き　よ　　く あ か る　く 　　　 す こ や か に 　 　 ー ひ  

ろ　　　　　　い　　　 つ　　　　　ば　　　　さ　 に 

ゆ　　　 め　　　　　の　　　 せ　　　　　て　　　　 ー 

あ　す　　 へ は ば た　く　　　　 こ と り　た　ち 　 　 ー  

＝104～112 

　はずんで 

力づよく 

（　　　　　　　　　　　　　　　　） 



え
ち
ご
せ
き
か
わ
の

え
ち
ご
せ
き
か
わ
の 

　
　
魅
力
満

　
　
魅
力
満
載
な
秋
の
催
し

載
な
秋
の
催
し 
え
ち
ご
せ
き
か
わ
の

え
ち
ご
せ
き
か
わ
の 

　
　
魅
力
満

　
　
魅
力
満
載
な
秋
の
催
し

載
な
秋
の
催
し 
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十
月
二
十
五
日
、
役
場
前
の
柳

と
せ
せ
ら
ぎ
通
り
を
中
心
に
「
堀

と
柳
の
秋
ま
つ
り
」、ふ
れ
あ
い
ど

〜
む
を
会
場
に
「
せ
き
か
わ
農
林

業
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
堀
と
柳
の
秋
ま
つ
り
で
は
、
地

元
の
「
え
ち
ご
関
川
踊
り
た
〜
い
」

を
は
じ
め
、
県
内
外
か
ら
二
十
チ

ー
ム
、
約
三
百
人
が
参
加
し
た
よ

さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
や
旧
米
沢
街
道

を
平
田
大
六
村
長
が
案
内
す
る
散

策
ツ
ア
ー
が
人
気
を
集
め
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
関
川
産
の
秋
の
味
覚
が

ず
ら
り
と
並
ん
だ
、
せ
き
か
わ
農

林
業
ま
つ
り
で
は
、
両
手
い
っ
ぱ

い
に
買
い
物
を
楽
し
む
姿
が
多
く

見
ら
れ
、
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、
秋

の
催
し
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。 

え
ち
ご
せ
き
か
わ
の 

　
　
魅
力
満
載
な
秋
の
催
し 

堀
と
柳
の
秋
ま
つ
り
・
せ
き
か
わ
農
林
業
ま
つ
り 

　国重要文化財・渡邉邸前の道路を会場に行われた、
よさこいソーラン。各チームから華麗で迫力ある踊り
が披露されると、沿道の観客からは大きな歓声が上が
っていました。 

つ
き
た
て
の
杵
つ
き
も
ち
に
は
、

長
い
行
列
が
出
来
る
人
気
ぶ
り
。 

� 　
十
月
二
十
四
日
、
「
秋
の
立
鳥

帽
子
探
訪
会
」
が
行
わ
れ
、
村
内

外
か
ら
四
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
探
訪
会
は
、
紅
葉
に
色
づ
い
た

美
し
い
秋
の
山
々
の
自
然
に
親
し

み
な
が
ら
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
よ
う
と
、
大
石
・
山
と
川

に
親
し
む
会
（
高
橋
八
男
代
表
）

主
催
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。 

　
参
加
者
は
、
立
鳥
帽
子
（
標
高

六
百
九
十
六
�
）
の
山
頂
を
目
指

し
て
、
大
石
東
俣
植
物
園
か
ら
登

山
を
開
始
。
山
の
達
人

の
説
明
に
耳
を
傾
け
な

が
ら
、
約
二
時
間
で
山

頂
に
到
着
し
ま
し
た
。

ま
た
、
お
昼
は
地
元
で

採
れ
た
キ
ノ
コ
汁
も
振

る
舞
わ
れ
、
参
加
者
は

紅
葉
や
秋
の
味
覚
を
満

喫
し
ま
し
た
。 

　
大
石
・
山
と
川
に
親

し
む
会
で
は
、
毎
年
恒
例
の
「
お

お
い
し
・
ど
も
ん
こ
祭
り
」
を
、

来
年
二
月
十
三
日
に
計
画
し
て
い

ま
す
の
で
皆
さ
ん
お
楽
し
み
に
。 

立
鳥
帽
子
の
絶
景
と 

　
　
　
　
秋
の
味
覚
に
舌
つ
づ
み 

　
　
　
〜
大
石
・
山
と
川
に
親
し
む
会
〜 

▲立鳥帽子山頂に到着した参加者。 

　上の写真は、一匹の蛇が二つの頭を持って
いる、世にも珍しい「双頭蛇」です。 
　この蛇は、10月21日、下澤養鶏関川農場（小
見）の従業員の方が、農場の敷地内で発見し
て捕獲した、体長約30㎝のアオダイショウ
の子ども。　 
　場長の佐藤羊一郎さん（松ケ丘）は「昔、
標本で見たことはあるが、実物は初めて。長
生きして、縁起が良くなればいいですね」と
話していました。 

これは、双頭蛇（そうとうじゃ）！？ 

た
て

え
　
ぼ
　
し 
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　村上警察署下関交番所長の渡邊敏彦警部

補が、県民に信頼され、頼りにされている

警察官の努力を讃える「第34回新潟県民

の警察官表彰」（産経新聞社主催）を受賞

されました。 

　渡邊所長は、昭和49年に警察官を拝命後、

勤続35年６か月のうち34年あまりを交番

や駐在所などの地域警察官として勤務。直

接、住民と接しながら、頼れる交番のお巡

りさんとして住民の安全と平穏な生活を守

るための地域安全活動、交通安全活動に尽

力されています。 

　また、下関交番に赴任後も、交通安全や

防犯意識の啓発・普及、ときには村民の相

談役でもあり、地域全体に目配りをいただ

いているところです。 

　渡邊所長は「このような表彰をいただき、

大変光栄です。今後も村の安心、安全のた

め精一杯努めてまいります」と、喜びを語

っていました。 

　大変おめでとうございました。 

地域の頼れるお巡りさん 

県
民
の
警
察
官
表
彰 

　
　
　
　
　
　
を
受
賞 

　
　
渡
邊
下
関
交
番
所
長 

　
相
馬
徳
治
さ
ん
（
下
関
）
に
、

食
品
衛
生
功
労
者
と
し
て
厚
生
労

働
大
臣
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
相
馬
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
五
年

に
相
馬
鮮
魚
店
を
開
業
。
昭
和
四

十
六
年
四
月
か
ら
食
品
衛
生
指
導

員
に
就
任
し
、
食
品
衛
生
行
政
に

積
極
的
に
協
力
。
ま
た
、
昭
和
五

十
三
年
六
月
か
ら
は
村
上
食
品
衛

生
協
会
の
理
事
を
務
め
、
長
年
に

わ
た
り
食
品
衛
生
思
想
の
普
及
啓

発
や
地
区
の
食
品
衛
生
向
上
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

　
相
馬
さ
ん
は
「
こ
の
よ
う
な
表

彰
を
い
た
だ
き
大
変
光
栄
で
あ
り
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
健
康
に
留
意
し
、

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
、
喜

び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
表
彰
式
は
、
十
一
月
十
一
日
、

新
潟
イ
タ
リ
ア
軒
で
行
わ
れ
、
表

彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

相
馬
徳
治
さ
ん
に 

厚
生
労
働
大
臣
表
彰 

小
池
寿
哉
さ
ん
に 

文
部
科
学
大
臣
表
彰 

　
小
池
寿
哉
さ
ん
（
下
関
）
に
、

社
会
教
育
功
労
者
と
し
て
文
部
科

学
大
臣
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
小
池
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
二
年

五
月
に
社
団
法
人
新
潟
県
社
会
教

育
協
会
の
会
員
。
ま
た
、
平
成
十

七
年
五
月
か
ら
は
、
同
協
会
の
参

与
を
務
め
、
長
年
に
わ
た
り
地
域

で
の
社
会
教
育
活
動
や
文
化
活
動

に
尽
力
。
ま
た
、
女
性
学
を
学
び
、

女
性
の
自
立
や
男
女
平
等
な
ど
、

社
会
的
な
地
位
の
向
上
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

　
小
池
さ
ん
は
「
こ
の
よ
う
な
表

彰
を
い
た
だ
き
大
変
恐
縮
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
村
や
県
の
た
め
、

活
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
、

喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
表
彰
式
は
十
一
月
二
十
日
、
文

部
科
学
省
講
堂
（
東
京
都
千
代
田

区
）
で
行
わ
れ
、
表
彰
状
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。 

　
荒
川
に
流
さ
れ
た
釣
り
人
を

救
助
し
た
、
伊
藤
勝
さ
ん
（
小

見
）
と
佐
藤
正
一
さ
ん
（
下
関
）

に
、
九
月
十
五
日
、
村
上
警
察

署
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。 

　
こ
れ
は
、
八
月
十
八
日
、
荒

川
の
ア
ユ
釣
り
男
性
が
川
に
流

さ
れ
た
の
を
、
下
流
の
佐
藤
さ

ん
が
発
見
。
伊
藤
さ
ん
と
二
人

で
連
携
し
、
川
岸
ま
で
引
き
上

げ
、
救
急
隊
員
に
引
き
継
ぐ
と

い
う
見
事
な
救
助
活
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

見
事
な
連
携
救
助 

二
人
に
感
謝
状 
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投
稿
投
稿 

 

 

 

 

　
十
一
月
十
一
日
、
農
林
水
産
業

の
振
興
に
女
性
の
感
性
を
生
か
そ

う
と
「
岩
船
郡
市
農
山
漁
村
女
性

交
流
会
」
が
、
村
民
会
館
ア
リ
ー

ナ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
Ｊ
Ａ
に
い
が
た
岩
船

女
性
部
や
県
な
ど
が
毎
年
主
催
し

て
い
る
も
の
で
、
岩
船
郡
村
上
市

在
住
の
女
性
や
関
係
者
な
ど
約
二

百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
交
流
会
は
「
Ｔ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ｕ

（
伝
え
る
）
私
の
想
い
、
あ
な
た

の
想
い
、
み
ん
な
の
思
い
」
を
テ

ー
マ
に
、
近
良
平
さ
ん
（
大
島
）、

富
樫
幸
子
さ
ん
（
上
関
）
、
川
崎

パ
ト
リ
シ
ア
さ
ん
（
鮖
谷
）
の
三

人
が
、
農
業
経
営
や
自
ら
の
取
り

組
み
、
村
お
こ
し
に
つ
い
て
意
見

を
発
表
。
そ
の
ほ
か
、
講
演
や
意

見
交
換
な
ど
が
行
わ
れ
、
こ
れ
か

ら
の
農
林
水
産
業
に
つ
い
て
熱
く

語
り
合
わ
れ
ま
し
た
。 

　11月15日、首都圏在住関川村人
会の第28回総会が東京上野の「精養
軒」で開催され、首都圏在住の村出
身会員の皆さん63人が参加しました。 
　総会では、事業報告や決算報告、
予算案などを審議・承認。また、交
流会では、懐かしい顔を合わせた会
員の皆さんが、思い出話に花を咲か
せました。 

農林水産業の活性化に 

女性の想い 
岩船郡市農山漁村女性交流会 

▲関川村の３人が意見を発表した交流会 

「久しぶりだねんし」 
東京で村人会総会 

　
久
し
ぶ
り
に
感
動
す
る
講
話
を

聞
い
た
。
日
本
文
理
の
大
井
監
督

の
講
話
で
あ
る
。「
為
せ
ば
成
る
」

と
い
う
演
題
だ
っ
た
。 

　
今
年
の
「
全
国
高
校
野
球
大
会
」

で
、
あ
の
見
事
な
プ
レ
ー
で
多
く

の
方
々
が
感
動
し
た
。
あ
の
戦
い

が
出
来
る
ま
で
に
鍛
え
上
げ
た
監

督
の
思
い
入
れ
を
語
っ
て
く
れ
た
。

要
約
す
る
と
こ
う
だ
。 

　
指
導
す
る
に
あ
た
り
「
手
段
」

「
目
標
」「
目
的
」
を
、
し
っ
か
り

と
設
定
し
、
野
球
す
る

”手
段
“ 

を
通
し
、
技
術
と
精
神
を
鍛
え
、

全
国
大
会
優
勝
を

”目
標
“
に
し

て
、
邁
進
す
る
中
で
、
”思
い
や

る
心
・
助
け
合
え
る
心
・
苦
境
を

試
練
と
思
え
る
心
・
高
い
理
念
を

持
っ
て
生
き
て
ゆ
け
る
精
神
“
を

心
身
共
に
会
得
す
る
こ
と
を

”目

的
“
と
し
、
そ
の
目
的
達
成
に
向

か
い
、
全
精
力
を
注
ぎ
込
む
中
で
、

お
互
い
の
信
頼
性
が
深
ま
り
、
厳

し
い
試
練
に
も
耐
え
ら
れ
る
精
神

力
と
高
い
レ
ベ
ル
の
技
術
力
が
身

に
付
き
、
そ
の
成
果
が
今
回
の
結

果
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ

く
ま
で
も

”目
標
“
で
あ
り
、
目

的
に
向
か
っ
て
の
手
段
で
し
か
な

い
。
目
的
と
し
た
も
の
を
、
し
っ

か
り
と
身
に
付
け
て
も
ら
う
こ
と

が
、
監
督
と
し
て
の
任
務
で
あ
っ

た
と
話
さ
れ
た
。 

　
私
は
、
こ
の
方
こ
そ
理
想
と
す

る
「
教
師
」
で
あ
り
「
人
格
者
」

だ
と
実
感
し
た
。
伊
藤
君
、
若
林

君
、
す
ば
ら
し
い
監
督
に
出
逢
え

て
幸
せ
だ
っ
た
ね
。
「
引
き
受
け

た
以
上
は
、
命
を
懸
け
て
や
り
通

す
決
心
を
し
た
」
と
監
督
が
言
わ

れ
た
一
言
が
、
今
で
も
頭
か
ら
離

れ
な
い
。
「
命
懸
け
で
や
る
」
こ

の
言
葉
は
強
固
な
決
意
が
な
け
れ

ば
言
え
な
い
言
葉
だ
。 

　
当
村
に
伝
説
と
な
っ
て
崇
め
ら

れ
て
い
る
琵
琶
法
師
が
い
る
。
ま

さ
に
、
命
を
懸
け
て
村
人
を
救
っ

て
く
れ
た
恩
人
で
あ
る
。
大
蔵
神

社
に
奉
ら
れ
て
い
る
が
、
後
世
に

伝
え
て
ゆ
く
た
め
に
も
「
法
師
を

尊
ぶ
ま
つ
り
」
を
関
川
村
の
祭
り

の
一
つ
に
し
た
い
も
の
だ
。 

　
今
回
の
衆
議
院
選
挙
で
、
民
主

党
政
権
へ
と
大
転
換
し
た
。
政
権

が
変
わ
れ
ば
、
当
然
政
策
も
変
わ

る
。「
地
域
主
権
」「
村
民
主
体
」

の
村
政
と
な
る
。
「
村
民
に
よ
る

村
民
の
た
め
の
村
民
の
政
治
」
が

今
こ
そ
問
わ
れ
る
時
が
来
た
。
村

民
主
体
の
村
づ
く
り
を
す
る
た
め

に
「
職
員
」「
議
員
」「
村
長
」
そ

し
て
「
村
民
全
員
」
が
、
一
丸
と

な
っ
て
造
り
上
げ
て
ゆ
く
こ
と
に

な
る
。
そ
の
実
現
に
向
け
、
今
回

の
村
長
選
挙
立
候
補
予
定
者
は
、

村
民
六
千
八
百
人
一
人
ひ
と
り
に

目
を
向
け
、
何
を
必
要
と
し
、
求

め
て
い
る
か
を
し
っ
か
り
と
見
定

め
、
今
、
何
を
や
る
べ
き
か
、
間

違
い
な
い
決
断
を
し
、
納
得
出
来

る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
示
し
、
「
合

同
の
個
人
演
説
会
」
を
必
ず
実
現

す
る
よ
う
願
う
。
村
民
の
た
め
に

命
懸
け
で
奉
仕
す
る
「
平
成
の
琵

琶
法
師
」
と
し
て
、
信
頼
さ
れ
尊

敬
さ
れ
る
「
尊
長（
村
長
）」
を
選

ぶ
た
め
に
、
一
票
の
重
み
を
自
覚

し
、
投
票
し
よ
う
と
思
う
。 

 

投
稿 

「
命
を
懸
け
る
」 

坂

上
　
　
進
（
上
関
） 

か 

な 

こ
こ
ろ 

む
ら
び
と 

と
う
と 

ま
い
し
ん 
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　経済的な理由で、地上デジタル放送がまだ受
信できない世帯に対して、地上デジタル放送簡
易チューナーを無償給付します。申込方法など
詳しくは、総務省地デジチューナー支援実施セ
ンターへお問い合わせください。 
◇対象となる世帯 
　生活保護世帯や障害者のいる世帯で、かつ村

民税非課税世帯で、ＮＨＫの受信料が全額免除
されている世帯 
◇申込受付期限 
　平成21年12月28日まで（平成21年度分） 
◇問い合わせ先 
　総務省 
　地デジチューナー支援実施センター 
　TEL 0570－033840 FAX 044－966－8719 
　（上記の番号が利用できない場合は 
　　　　　　　　　　　044－969－5425まで） 

地上デジタル放送簡易チューナー 

無償給付のお知らせ 

関川村長選挙 
関川村議会議員補欠選挙 

■投票できる方 
　平成元年12月21日までに生まれ

た方で、今年の９月14日以前から

関川村に引き続き住民登録をしてい

る方 

 

■期日前投票 
　投票日前でも本人が直接、投票箱

に投票できる制度です。 

期　間　12月16日（水）～19日（土） 

時　間　８時30分～20時 

ところ　役場３階大会議室 

持ち物　入場券 

 

■不在者投票 
　入院中や他市町村に滞在中など、

一定の事由で投票日に投票所で投票

できない方は、事前に投票すること

ができます。 

☆不在者投票ができる期間 

　12月16日（水）～12月19日（土） 

☆病院・施設などでの不在者投票 

　県選挙管理委員会から指定を受け

ている病院や特別養護老人ホームな

どの施設では、施設内で不在者投票

をすることができます。 

　詳しくは、病院などに問い合わせ

ください。 

☆仕事や旅行先などの 

　他市町村での不在者投票 

　関川村の選挙人名簿に登録されて

いて、他市町村に仕事や旅行などで

滞在している方は、滞在先の選挙管

会で不在者投票をすることできます。 

　投票用紙の請求は、村選挙管理委

員会に行ってください。 

☆郵便等による不在者投票 

　身体に重度の障害のある方は、そ

の程度によって自宅で郵便等による

不在者投票をすることができます。 

　この場合、あらかじめ村選挙管理

委員会から「郵便等投票証明書」の

交付を受けることが必要です。 

※投票用紙の請求期限は、12月16

　日です。 

 

■選挙公報（村長選挙のみ） 
　候補者の氏名・経歴・政見などを

掲載したものです。配布は、12月

17日（木）以降の予定です。 

■選挙人名簿の縦覧 
 

 

 

 

 

 

 

■開票事務 
と　き　12月20日（日）　20時～ 

ところ　村民会館大ホール 

開票状況　20時30分ころから広報

　　　　　無線で放送予定です 

 

　問い合わせ先 
　関川村選挙管理委員会（総務課内） 

　　　　　　　　　　☎64－1476 

 

投 票 日／12月20日（日） 
投票時間／７時～18時 

　任期満了による関川村長選挙と
関川村議会議員補欠選挙が12月
15日（火）告示、12月20日（日）投
票の日程で行われる予定です。 

種別 と　き 時間 ところ 

定 時  
登 録  

12月３日（木） 
～７日（月） 

選挙時 
登 録  12月15日（火） 

8時30分 
～17時 

選挙管理 
委員会 

投 票 所 一 覧  

投票区 投　　票　　所 対　象　地　区 

1 関 川 村 役 場  

2 村　民　会　館 
（図書室入口からお入りください） 

3 土 沢 小 学 校  

4 七ケ谷地区ふるさと会館 

5 は な み の 里  

6 金丸集落開発センター 

7 川 北 小 学 校  

8 女川地区ふるさと会館 

9 田麦千刈生活改善センター 

下関／辰田新／打上／勝蔵／南赤谷／ 
内須川 

上関／下川口／荒川台／高瀬／沢／ 
湯沢 

山本／幾地／鍬江沢／上土沢／大島 

蔵田島／久保／鮖谷／金俣／大石／ 
安角／上川口 

大内淵／片貝／聞出／沼 

金丸／八ツ口 

松平／滝原／上野山／小見／小見前新 
田／平内新／高田／桂／松ヶ丘 

上野原／深沢／上野新／若山／上野／ 
小和田／中束／蕨野／上新保／蛇喰／ 
南中／宮前／朴坂 

田麦千刈 
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６．部門別職員数の状況 

５，職員手当の状況 
（１）扶養手当など 

（２）時間外勤務手当 

　給与の概要は平成21年４月１日現在の
「給与実態調査」によるものです。 
　なお、詳しくは村のホームページにも
掲載する予定です。 

http://www.vill.sekikawa.niigata.jp/

区分 

扶
養
手
当 

住
居
手
当 

通
勤
手
当 

期
末
・
勤
勉
手
当 

退

職

手

当

 

寒
冷
地
手
当 

管
理
職
手
当 

一
　
般
　
行
　
政 

合　　計 

部門 
区分 職　員　数 

差引 主 な 増 減 理 由  
平成20年度 平成21年度 

特
別
行
政 

公
営
企
業
等 

内　　　　容 国 

同じ 

同じ 

同じ 

同じ 

同じ 

同じ 

１月当たり 
33,200円～ 
130,300円 

配偶者　　　　　　　　　　　　　　　　13,000円 
その他　　各6,500円 
子（16歳年度初め～22年度末）　　　 加算5,000円 

借家　月額12,000円を超える家賃を支払っている職 
　員に対し、家賃の額に応じて　　　最高27,000円 
自宅　住宅を新築・購入した場合５年間　 2,500円 

通勤距離が２㎞以上である職員に支給 
交通機関利用者 
　負担している運賃額に応じて　　　最高55,000円 
交通用具使用者 
　通勤距離に応じて　　 2,000円から最高24,500円 

平成20年度支給割合 
　　　　　　　　期末手当　　　 勤勉手当 
　　６月期　　　1.4月分　　　　0.75月分 
　　12月期　　　1.6月分　　　　0.75月分 
　　　計　　　　3.0月分　　　　 1.5月分 
職制上の段階・職務の級などによる加算措置　有り 

（支給率）　　自己都合　 勧奨・定年 
勤続20年　　　23.5月分　　30.55月分 
勤続25年　　　33.5月分　　41.34月分 
勤続35年　　　47.5月分　　59.28月分 
最高限度額　　59.28月分　　59.28月分 
その他の加算措置 
　定年前早期退職特例措置（２％～20％加算） 
　（退職時特別昇給　　　なし　　　　　） 

11月から翌年３月までの間支給 
　世帯主で扶養親族のある職員　16,040円 
　世帯主で扶養親族のない職員　10,600円 
　その他の職員　　　　　　　　　　 0円 

管理職に対して職務の級等に応じて定額を支給 
　①課長・局長　　　　38,800円 
　②参事　　　　　　　31,000円 
（現在、10％を減額して支給） 

平成19年度 

平成20年度 

支給実績 

職員１人当たり 
平均支給年額 

支給実績 

職員１人当たり 
平均支給年額 

1,047万2千円 

9万3千円 

795万7千円 

7万3千円 

議　　会 3 2 △　1

総務企画 20 21 1 業務増 

業務の統廃合による減 

税　　務 6 8 2 その他増 

農林水産 10 10 0

商　　工 3 3 0

土　　木 5 5 0

民　　生 27 27 0

衛　　生 8 8 0

小　　計 82 84 2

教　　育 20 18 △　2 事務の統廃合及び民間委託等による減 

消　　防 0 0 0

小　　計 20 18 △　2

病　　院 4 4 0

水　　道 2 2 0

下 水 道  3 2 △　1

そ の 他  8 8 0

業務の統廃合による減 

小　　計 17 16 △　1

119 118 △　1
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　村職員の給与や職員数などについて、村民の皆さんに知ってい
ただくため、平成21年４月１日現在の状況をお知らせします。
今後も村民サービスの向上と、事務の効率化に努めていきます。 

問い合わせ 
　総務課総務班　☎64－1476

１．人件費の状況（平成20年度普通会計決算） 

※普通会計には、水道職員などの公営企業にかかる経費は含まれていません。 

２・職員給与費の状況（平成20年度普通会計決算） 

３．職員の給与などについて 

※1．職員手当には退職手当を含みません。 
　2．職員数は平成20年４月１日現在の水道職員などの公営企業を除いた人数です。 

４．一般行政職の特別職員数の状況 

※保育・技能労務職員などは含まれていません。 

※経験年数とは、採用前に民間企業での勤務経験などがある場合には 
　その期間を換算し、採用後の年数に加算した年数をいいます。 

（１）平均給与月額 

（２）学歴や経験年数の違いによる平均給料月額 

（４）特別職の報酬等の状況 

（３）初任給 （５）給与の削減措置 

住民基本台帳人口（20年度末） 歳出額（Ａ） 

職員数（Ａ） 

区分 

区　分 10年以上15年未満 15年以上20年未満 20年以上25年未満 25年以上30年未満 30年以上35年未満 35年以上 経験年数 

一般行政職 

平均年齢 

高校卒 

高校卒 

大学卒 248,200円 

229,500円 

－ 

295,600円 

255,600円 

－ 

311,300円 

299,500円 

273,300円 

369,500円 

319,100円 

252,800円 

－ 

375,000円 

257,400円 

－ 

411,600円 

301,600円 技能労務職 

一　般 

行政職 

区　分 

区　分 

代表的 

な職名 

職員数 

構成比 

５級 

課　長 

局　長 

参　事 

７人 

11.3％ 

４級 

主　幹 

13人 

21％ 

３級 

主　査 

副主幹 

17人 

27.4％ 

２級 

主　任 

21人 

33.9％ 

１級 

主　事 

主事補 

４人 

6.4％ 

計 

62人 

100％ 

対象職員 措　置　内　容 

管理職員 管理職手当 10％減額 

関川村 

大学卒 172,200円 

140,100円 

137,200円 

新潟県 

178,800円 

144,500円 

141,900円 

国 

Ⅰ種　181,200円 
Ⅱ種　172,200円 

Ⅲ種　140,100円 

137,200円 

高校卒 

高校卒 技能労務職 

一　般 

行政職 

平均給与月額 

技能労務職 区　分 

給

料

 

報

酬

 

月　　額 期末手当 

平均年齢 平均給与月額 

関川村 42.4 301,900円 

6,856人 

101人 332,397千円 28,653千円 133,961千円 495,011千円 4,901千円 

4,496,304千円 108,787千円 755,349千円 16.8％ 17.3％ 

49.8 259,500円 

村　長 610,000円 （20年度 支給割合） 
　　　　　3.3月分 

（20年度 支給割合） 
　　　　　3.3月分 

副村長 500,000円 

期末・勤勉手当は一般職員と同じ 教育長 457,000円 

議　長 240,000円 

副議長 172,000円 

議　員 156,000円 

新潟県 43.0 347,052円 48.0 349,238円 

国 41.5 325,521円 49.2 285,548円 

一人当たり給与費 
（Ｂ）／（Ａ） 給　　与 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ） 

給　　　与　　　費 

人件費（Ｂ） 人件費率（B）/（A） （参考） 19年度の人件費率 実質収支 



　
女
川
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ

た
開
会
式
で
は
、
菅
原
清
大
会
会

長
が
「
こ
れ
ま
で
培
っ
た
練
習
や

地
域
の
絆
で
タ
ス
キ
を
つ
な
い
で

走
り
抜
い
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
。

ま
た
、
近
祐
希
さ
ん
（
川
北
Ａ
・

高
田
）
が
「
毎
日
の
晩
酌
を
止
め

て
こ
の
日
の
た
め
に
頑
張
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
こ
に
い
る
選
手
全
員

で
走
り
抜
き
、
村
を
盛
り
上
げ
ま

す
」
と
、
力
強
く
選
手
宣
誓
を
行

い
ま
し
た
。 

　
午
前
十
時
、
女
川
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
ス
タ
ー
ト
の
号
砲
が
鳴

り
響
き
、
村
内
縦
断
の
三
十
二
・

三
㎞
十
区
間
で
争
わ
れ
る
村
民
駅

伝
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。 

　
ス
タ
ー
ト
直
後
は
、
霧
出
が
飛

び
出
し
た
も
の
の
、
昨
年
優
勝
の

川
北
Ａ
が
二
区
の
終
盤
で
追
い
抜

き
ト
ッ
プ
。
ま
た
、
上
関
Ａ
と
女

川
Ａ
が
上
位
二
チ
ー
ム
を
追
い
掛

け
ま
し
た
。
中
盤
に
入
る
と
、
川

北
Ａ
が
二
位
の
霧
出
を
ぐ
ん
ぐ
ん

引
き
離
し
て
独
走
態
勢
。
そ
ん
な

中
、
上
関
Ａ
と
女
川
Ａ
が
激
し
い

三
位
争
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

　
優
勝
は
、
圧
倒
的
な
強
さ
を
見

せ
つ
け
た
川
北
Ａ
チ
ー
ム
。
悪
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
で
も
好
タ
イ

ム
を
記
録
し
、
三
年
連
続
、
通
算

二
十
二
回
目
の
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。
ま
た
、
準
優
勝
は
霧
出
、

三
位
に
は
上
関
Ａ
が
入
り
ま
し
た
。 

　
川
北
Ａ
チ
ー
ム
の
選
手
兼
コ
ー

チ
の
佐
藤
雅
史
さ
ん
（
松
ケ
丘
）

は
「
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
悪
い
中
、

選
手
が
各
区
間
を
練
習
ど
お
り
に

走
っ
て
く
れ
た
の
で
、
優
勝
に
つ

な
が
り
ま
し
た
」
と
、
喜
び
を
語

っ
て
い
ま
し
た
。 

　
小
学
生
女
子
で
十
区
を
走
っ
た

高
橋
理
彩
さ
ん
（
五
年
・
大
石
）

は
「
チ
ー
ム
は
最
下
位
で
し
た
が
、

最
後
ま
で
走
る
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
」
と
感
想
。
ま
た
、

八
区
を
走
っ
た
渡
辺
慶
さ
ん
（
上

関
）
は
「
昨
年
よ
り
遅
い
タ
イ
ム

で
し
た
が
、
チ
ー
ム
が
三
位
入
賞

で
き
ま
し
た
。
来
年
は
打
倒
川
北

が
目
標
で
す
」
と
、
す
で
に
気
持

ち
は
来
年
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
昭
和
四
十
八
年
か
ら
始
ま
っ
た
村
教
育
委
員
会
主
催
の
伝
統

行
事
「
第
三
十
七
回
村
民
駅
伝
競
走
大
会
」
が
、
十
一
月
三
日 

・
文
化
の
日
に
開
催
さ
れ
、
九
つ
の
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら

十
六
チ
ー
ム
、
百
六
十
人
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
今
年
一
番
の
寒
気
の
影
響
で
気
温
が
低
く
、
時
折

雨
や
あ
ら
れ
が
降
る
と
い
う
悪
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
で
し
た

が
、
ど
の
選
手
も
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
。
白
い
息
を
吐

き
な
が
ら
も
、
寒
さ
に
負
け
な
い
力
強
い
走
り
で
タ
ス
キ
を
つ

な
ぎ
、
全
チ
ー
ム
が
完
走
し
ま
し
た
。 

第
37
回

村
民
駅
伝
競
走
大
会 
11
3

他
チ
ー
ム
を
圧
倒
し 

　
　
　
　
三
連
覇
！！ 

　川
北
Ａ
チ
ー
ム 

■チーム記録 

順位 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16

チーム名 

川 北 Ａ  

霧　　出 

上 関 Ａ  

女 川 Ａ  

四ケ字Ａ 

川 北 Ｂ  

七ケ谷Ａ 

九 ケ 谷  

下 関 Ａ  

湯　　沢 

四ケ字Ｂ 

上 関 Ｂ  

下 関 Ｂ  

七ケ谷Ｂ 

女 川 Ｂ  

七ケ谷Ｃ 

記　録 

１時間54分07秒 

１時間59分12秒 

２時間00分44秒 

２時間01分31秒 

２時間06分30秒 

２時間07分12秒 

２時間07分54秒 

２時間08分35秒 

２時間09分29秒 

２時間14分28秒 

２時間23分41秒 

２時間24分23秒 

２時間25分06秒 

２時間25分51秒 

２時間27分52秒 

２時間36分44秒 
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駅
伝
競
走
大
会
に
出
場
し
て
い

る
選
手
を
、
村
教
育
委
員
会
（
菅

原
清
委
員
長
職
務
代
理
）
が
表
彰

し
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お

り
。
敬
称
略
。 

■
通
算
20
回
出
場
選
手 

▽
伊
藤
　
浩
明
（
聞
出
） 

▽
平
田
　
　
毅
（
平
内
新
） 

■
通
算
10
回
出
場
選
手 

▽
渡
辺
　
　
俊
（
上
関
） 

▽
新
野
　
晃
之
（
南
赤
谷
） 

▽
平
田
　
大
之
（
大
島
） 

▽
本
間
　
雅
彦
（
安
角
） 

▽
高
橋
　
良
平
（
金
俣
） 

▽
佐
藤
　
　
徹
（
安
角
） 

▽
須
貝
　
和
幸
（
高
田
） 

■
連
続
15
回
出
場
選
手 

▽
須
貝
　
隆
平
（
高
田
） 

通
算
表
彰 

■区間賞（敬称略）　　　　◎印は大会新記録 

区間（距離） 

１（3.0㎞） 

２（4.3㎞） 

３（3.1㎞） 

４（1.7㎞） 

５（2.1㎞） 

６（3.8㎞） 

７（3.5㎞） 

８（4.6㎞） 

９（2.9㎞） 

10（3.3㎞） 

氏名（チーム名・集落） 

市井　浩明（霧　出・山　本） 

山口　　匠（上関Ａ・上　関） 

須貝　秀之（川北Ａ・高　田） 

伝　　浩貴（霧　出・大　島） 

平田　圭祐（川北Ａ・平内新） 

小嶋　達也（霧　出・上土沢） 

平田　達哉（川北Ａ・平内新） 

坂爪　凛哉（女川Ａ・中　束） 

須貝　隆平（川北Ａ・高　田） 

近　　祐希（川北Ａ・高　田） 

記　録  

11分15秒 

14分56秒 

10分14秒 

 6分 5秒 

◎6分35秒 

13分18秒 

11分39秒 

16分48秒 

10分51秒 

11分33秒 
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今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
す
る
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。 

　
特
に
今
年
は
、
ま
だ
免
疫
を
持

っ
て
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い

と
さ
れ
る
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
」
が
、
世
界
各
地
で
大
流
行
（
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
）
し
て
い
る
た
め
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
な
い

た
め
の
予
防
対
策
が
重
要
で
す
。 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
で
最

も
大
切
な
こ
と
は
「
ウ
イ
ル
ス
を

体
に
入
れ
な
い
こ
と
」「
周
囲
に
広

げ
な
い
こ
と
」
で
す
。
こ
の
た
め

に
役
立
つ
の
が
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」

と
い
う
予
防
対
策
に
な
り
ま
す
。 

 

◇
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト 

①
咳
や
く
し
ゃ
み
の
時
は
鼻
や
口

を
覆
う
こ
と 

　
咳
の
し
ぶ
き
を
「
飛
沫
（
ひ
ま

つ
）
」
と
呼
び
ま
す
が
、
病
気
の

時
に
は
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

咳
の
飛
沫
は
前
方
に
放
射
状
に
広

が
っ
て
、
数
メ
ー
ト
ル
先
ま
で
届

き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
礼
儀
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
他
の
人
に
感
染

さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
咳
を
す
る

と
き
に
は
マ
ス
ク
の
着
用
や
テ
ィ

ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
で
口
や
鼻
を
覆

う
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。
咳
や

く
し
ゃ
み
が
出
る
と
き
は
、
マ
ス

ク
を
正
し
く
着
用
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。 

 

②
使
用
後
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ

ー
は
最
寄
り
の
ゴ
ミ
箱
に
廃
棄
し
、

よ
く
手
を
洗
う
こ
と 

　
ウ
イ
ル
ス
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
を
通
り
抜
け
る
の
で
、
使
っ

た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
は
す
ぐ

に
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
、
よ
く
手
を
洗

う
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
マ

ス
ク
を
は
ず
す
時
も
、
汚
れ
た
面

に
で
き
る
だ
け
触
れ
な
い
よ
う
に
、

ひ
も
の
部
分
を
持
っ
て
は
ず
し
て

か
ら
、
よ
く
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

す
り
こ
み
式
の
消
毒
薬
が
あ
る
と
、

ど
こ
で
も
す
ぐ
に
三
十
秒
で
手
洗

い
が
出
来
ま
す
が
、
流
水
と
石
け

ん
で
も
、
十
五
秒
以
上
よ
く
手
を

こ
す
り
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
洗
い
流

す
こ
と
が
出
来
ま
す
。
洗
っ
た
後

の
手
は
清
潔
な
タ
オ
ル
等
で
拭
い

て
、よ
く
乾
か
し
ま
し
ょ
う
。 

 

③
咳
・
く
し
ゃ
み
の
飛
沫
、
そ
れ

ら
で
汚
染
さ
れ
た
物
・
場
所
に
触

れ
た
後
は
、
よ
く
手
を
洗
う
こ
と 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、

乾
燥
し
た
場
所
で
も
し
ば
ら
く
生

き
残
れ
る
た
め
、
ウ
イ
ル
ス
を
含

む
、
咳
の
飛
沫
が
周
囲
の
環
境
（
た

く
さ
ん
の
人
の
手
が
触
れ
る
手
す

り
や
ド
ア
ノ
ブ
な
ど
）
に
付
着
す

る
と
、
そ
こ
に
触
れ
た
手
に
ウ
イ

ル
ス
が
付
着
し
、
さ
ら
に
手
か
ら

手
へ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
が
広
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

　
人
間
は
無
意
識
に
目
や
鼻
、
口

等
を
触
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
ウ
イ
ル
ス
が
付
い
て
い
る
手

で
顔
を
触
る
と
感
染
す
る
こ
と
も

あ
り
え
ま
す
。
外
出
か
ら
帰
っ
た

時
に
は
、「
う
が
い
」
と
「
手
洗
い
」

を
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。 

 

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合

　
わ
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。 

　
☎
六
二
―
三
一
一
一 

健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」 

県
立
坂
町
病
院
　
薬
剤
科
長
　
高

沢

純

子

 

　平成21年6月から、改正道路交
通法が施行され、飲酒運転など悪
質な運転者への違反 
点数が大幅に引き上 
げられています。 

◇酒酔い運転 
　改正後 35点（一発取消し） 
◇酒気帯び（0.25㎎以上）運転 
　改正後 25点（一発取消し） 
◇酒気帯び（0.25㎎未満）運転 
　改正後 13点 
※酒気帯び（0.25㎎未満）は、累
　積点数との合計が15点以上とな
　れば「即取消し」となります。 

飲酒運転に対する 

行政処分が大幅に強化!!

　12月11日から20日までの10日間、冬の交通事故防止運動が行わ

れます。年末が近づくと、人や車の動きが慌ただしくなり、冬型の

気候や飲酒機会の増加などにより交通事故の増加が予想されます。

　一人ひとりが交通ルールを守り、正しい交通マナーを実践して事

故を起こさないよう、遭わないようにしましょう。 

運動の重点 

○飲酒運転の根絶 

○高齢者の交通事故防止 

○シートベルトと 
　チャイルドシートの着用の徹底 

～ 師走でも あせらず ゆっくり 安全運転 ～ 

12/11 

12/20冬の交通事故防止運動 〜 
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健康せきかわ21健康せきかわ21健康せきかわ21

　国民の皆様の信頼に応え、一層のサービ
ス向上の実現を目指し、社会保険庁は組織・
人員を一新し、「日本年金機構」として生
まれ変わります。 

○現在あるお近くの社会保険事務所は、新たに「年金事務所」
　と名称が変わりますが、年金相談などの窓口として引き続
　きご利用いただけます。 
○日本年金機構の設立に伴い、国民の皆様方に何らかの手続
　きをしていただくことは一切ございませんので、ご安心く
　ださい。 

国民年金「日本年金機構」が 
　　　　　来年１月１日からスタート！ 

社会保険庁が廃止され、新たに「日本年金機構」へ 

社会保険庁 

廃止  

公的年金の 
財政・運営責任 

公的年金の 
運営業務 

厚生労働省 日本年金機構 

　
人
生
で
は
、
色
々
な
ス
ト
レ
ス
や
苦
境
、

孤
独
が
混
ざ
り
合
っ
て
襲
っ
て
く
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
皆
さ
ん
は
ど

の
よ
う
に
対
処
し
て
い
ま
す
か
？
ま
た
、

身
近
に
悩
ん
で
い
る
人
が
い
た
ら
、
ど
う

接
し
ま
す
か
？ 

　
あ
な
た
の
周
り
に
は
、
あ
な
た
を
気
に

掛
け
て
い
る
、
家
族
や
友
人
、
各
地
域
の

民
生
委
員
や
健
康
推
進
員
、
保
健
師
な
ど

が
身
近
に
い
ま
す
。
ま
た
、
県
や
団
体
な

ど
の
電
話
・
来
所
相
談
、
訪
問
な
ど
の
場

も
あ
り
ま
す
。
心
の
奥
底
へ
思
い
を
た
め

込
む
前
に
、
ま
ず
は
話
し
ま
し
ょ
う
。
内

容
が
整
理
さ
れ
て
い
な
く
て
も
構
い
ま
せ

ん
。
気
持
ち
を
そ
の
ま
ま
言
葉
に
し
て
み

ま
し
ょ
う
。 ◇

　
　
　
　
　
◇ 

　
わ
が
国
で
は
、
平
成
十
年
か
ら
毎
年
三

万
人
以
上
の
方
が
自
殺
で
亡
く
な
ら
れ
て

い
ま
す
。 

　
新
潟
県
に
お
け
る
総
数
は
、
毎
年
約
七

百
人
。
自
殺
死
亡
率
（
対
人
口
十
万
人
）

も
全
国
平
均
よ
り
高
く
、
村
上
岩
船
地
域

で
は
、
県
内
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
現
状

で
す
。
対
策
と
し
て
は
、
平
成
十
八
年
に

自
殺
対
策
基
本
法
が
施
行
さ
れ
、
自
殺
予

防
や
自
死
遺
族
に
対
す
る
支
援
・
啓
発
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
村
で

は
民
生
委
員
や
健
康
推
進
員
の
皆
さ
ん
に

対
す
る
、
予
防
の
研
修
会
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
。 

　
タ
ブ
ー
視
さ
れ
や
す
い
「
自
殺
」
の
話

題
で
す
が
、
地
域
で
起
き
て
い
る
問
題
と

し
て
、
自
分
自
身
や
身
近
な
人
の
「
心
の

健
康
」
に
目
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
国

の
調
査
で
は
「
誰
か
に
相
談
し
た
こ
と
は

な
い
」
と
い
う
ケ
ー
ス
が
半
数
を
超
え
て

い
ま
す
。
普
段
か
ら
互
い
に
声
を
掛
け
合

い
、
気
に
か
か
る
時
は
尋
ね
て
み
る
こ
と

も
大
切
な
予
防
の
一
つ
で
す
。 

の
健
康
に
も 

　目
を
向
け
て
み
て
… 

心 

こ
こ
ろ 

○新潟いのちの電話 
（24時間、年中無休） 
　村上市近郊の方…0254-53-4343 
　フリーダイヤル…0120-738-556 
　＊毎月10日、8：00～翌日８：00の24
　　時間は無料。 
 
○精神保健福祉相談 
　　　　（県精神保健福祉センター） 

　相談専用電話…025-280-0113 
　＊受付時間8：30-17：00 
　　月曜日～金曜日（祝祭日は除く） 
　　来所相談は要予約（精神科医師の相
　　談日あり） 
 
○村の保健師 
　住民福祉課健康介護班 
　　　　　　　　…0254-64-1472 
　＊訪問や電話相談、相談機関の紹介等
　　を行っています。 

相談機関をご利用ください 
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文化・芸術の秋 文化・芸術の秋 

みんなできてね！おもちゃも作るよ！ 

　　図書室は、あなたのクリスマスを応援します！クリスマスパーティーの料理やお菓子、手作りの 

　　カードやプレゼント、クリスマスを盛り上げる絵本などを準備してお待ちしています。 

「ちいさなろば」 
ルース・エインズワース作　Eエ 

「サンタクロース公式ブック」 
パラダイス　山元　著 

　いつもひとりぼっちの小さなロ
バ。クリスマスイブにプレゼント
を配る手伝いをしたロバに、サン
タクロースがくれたものとは…。
心の温まる美しい絵本です。 

　日本で最初の公認サンタクロー
スが送る、クリスマスアドバイス
ブック。心豊かなクリスマスを家
族で過ごしませんか?クリスマス
の過ごし方アイディアが満載です。 

みんなできてね！おもちゃも作るよ！ 

　
十
一
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
、

村
民
会
館
を
会
場
に
「
文
化
祭
」

が
開
催
さ
れ
、
絵
画
や
書
道
、
写

真
、
生
け
花
な
ど
、
ず
ら
り
と
力

作
が
並
び
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
十
月
二
十
四
日
か
ら
十

一
月
三
日
ま
で
は
「
菊
花
展
」
が

開
催
。
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、
色
と

り
ど
り
に
咲
き
誇
る
大
輪
を
じ
っ

く
り
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。 

文化・芸術の秋 
文化祭・菊花展 

13（日） 

20（日） 

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す
く

す
く
」
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
サ
ー

ク
ル
・
ピ
ー
カ
ー
ブ
ー
主
催
の
「
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
、
十

月
十
八
日
、
村
民
会
館
大
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
親
子
約
百
三
十
人
が

参
加
。
特
別
ゲ
ス
ト
の
山
形
大
学

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ

ん
の
大
道
芸
を
楽
し
ん
だ
ほ
か
、

お
化
け
屋
敷
や
迷
路
な
ど
の
様
々

な
催
し
を
楽
し
み
な
が
ら
、
親
子

同
士
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。 

催
し
た
く
さ
ん
の 

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー 

　ピ
ー
カ
ー
ブ
ー 
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渡

辺

航

平
さ
ん 

（
関
川
中
学
校
３
年
・
下
関
） 

　実際の職場で勤労体験を行う、関川中学校の
「職場体験学習」で、11月11日から13日まで
の３日間、女川ハム工房（上野新）の仕事を体
験した、渡辺航平さんにお話をお聞きしました。 
 
―女川ハム工房の「仕事」を体験してみてどう
　でしたか？ 
　肉を詰める作業や豚の耳をたたく作業、耳の
毛を焼く作業など、とても大変な仕事を経験さ
せてもらいました。でも、１日目、２日目と日
が経つにつれて「楽しみ」の方が大きかったで
す。あっという間でしたが、とても充実した楽
しい３日間でした。 

―この体験を通じて、今後の自分に生かそうと
　思ったことは？ 
　女川ハム工房で教えてもらったのは、「仕事
の大変さ」「お客様への接し方」です。いくら
大変でも頑張れば楽しいし、とても達成感があ
ると思いました。これからの将来に役立ててい
きたいと思います。女川ハム工房の皆さん、あ
りがとうございました。 

―中学校生活も残り３か月となりましたが、今
　後の目標は？ 
　これまでは部活で「県大会優勝」を目標に頑
張ってきました。部活引退後のこれからは、志
望校に合格できるように、受験勉強を努力した
いと思います。 

―それでは将来の夢は？ 
　将来、自分にどの職業が向いているのか、ま
だ分からないので、高校へ進んでから考えよう
と思っていますが、人の役に立ち、日本のため
に頑張りたいです。 

こ
う
　

へ
い 

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
わ
き
た
が
、

村
の
た
め
に
役
立
て
て
も
ら
お
う

と
、
一
万
八
千
四
百
円
を
村
社
会

福
祉
協
議
会
に
寄
付
し
ま
し
た
。 

　
寄
付
金
は
、
川
北
小
学
校
文
化

祭
で
行
わ
れ
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

主
催
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
の
収

益
金
を
全
額
寄
付
し
た
も
の
。 

　
十
月
二
十
八
日
、
川
北
小
学
校

の
六
年
生
四
人
が
平
田
大
六
社
会

福
祉
協
議
会
会
長
を
訪
れ
、
直
接

寄
付
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

村
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
!!  

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
わ
き
た
か
ら

寄
付
金 

　
十
月
二
十
四
日
、「
堤
で
遊
び
、

堤
を
学
ん
で
、
堤
を
食
べ
よ
う
！？
」

が
行
わ
れ
、
安
角
小
学
校
の
児
童

や
保
護
者
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
淡
水
魚
で
絶
滅
危
惧

種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
シ
ナ
イ

モ
ツ
ゴ
」
が
生
息
す
る
地
元
の
堤

の
働
き
や
生
態
系
、
文
化
を
学
び

な
が
ら
七
ケ
谷
の
自
然
と
文
化
に

ふ
れ
よ
う
と
、
タ
ラ
ン
ペ
ク
ラ
ブ

（
安
角
小
児
童
の
保

護
者
な
ど
で
組
織
）

が
企
画
し
た
も
の
。 

　
当
日
は
、
堤
の
歴

史
や
役
割
に
つ
い
て

学
ん
だ
ほ
か
、
釣
り

や
網
・
ザ
ル
を
使
っ

た
雑
魚
す
き
な
ど
の

生
き
物
探
し
に
挑
戦
。

ま
た
、
新
潟
市
水
族

館
「
マ
リ
ン
ピ
ア
日

本
海
」
の
職
員
を
講

師
に
招
い
た
特
別
授

業
も
行
わ
れ
、
シ
ナ

イ
モ
ツ
ゴ
や
堤
で
自

分
た
ち
が
採
取
し
た
生
物
の
生
態

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

 

生物の解説を熱心に聞き入る参加者 

七ケ谷の 
　自然を学ぼう 

安角小児童・ 
タランペクラブ 

■
期
日
　
11
月
７
日 

■
会
場
　
鳥
屋
野
総
合
体
育
館 

■
成
績 

―
小
学
生
個
人
戦
― 

▽
小
学
５
年
女
子
無
差
別
級 

　
第
３
位
　
小
池
　
陽
菜（
下
関
） 

第
12
回 

Ｂ
Ｓ
Ｎ
少
年 

　
柔
道
選
手
権
大
会 
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全
国
大
会
等
入
賞
・
出
場
選
手 

―
硬
式
野
球
― 

▽
伊
藤
　
直
輝 

　
　
　
　
　
（
上
関
・
日
本
文
理
高
校
３
年
） 

▽
若
林
　
尚
希 

　
　
　
　
　
（
下
関
・
日
本
文
理
高
校
３
年
） 

＊
第
91
回
全
国
高
等
学
校 

　
　
　
　
　
　
　
野
球
選
手
権
大
会
準
優
勝 

▽
船
山
　
　
駿
（
打
上
・
関
川
中
学
校
３
年
） 

＊
第
９
回
Ａ
Ａ
全
国
中
学
校 

　
　
　
Ｋ
Ｂ
野
球
選
手
権
大
会
in
伊
豆
出
場 

▽
伊
藤
　
大
輝
（
上
関
・
関
川
中
学
校
３
年
） 

＊
第
１
回
近
畿
少
年
Ａ
Ａ
交
流
大
会
出
場 

―
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
― 

▽
近
　
　
裕
崇
（
大
島
・
東
海
大
学
２
年
） 

＊
第
64
回
国
民
体
育
大
会
成
年
男
子 

　
　
　
　
　
６
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
準
優
勝 

▽
近
　
　
祐
希
（
高
田
） 

＊
第
17
回
全
国
専
門
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

　
選
抜
優
勝
大
会
ベ
ス
ト
４
・
優
秀
選
手
賞 

―
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
― 

▽
伊
藤
　
賢
人 

　
　
　
　
（
辰
田
新
・
関
川
中
学
校
３
年
） 

＊
第
22
回
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア 

　
　
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
ベ
ス
ト
16 

―
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
― 

▽
高
野
　
義
昭
（
大
島
）  

＊
第
９
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

　
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
デ
ィ
ス
リ
ー
ト
フ
ァ
イ
ブ 

　
の
部
第
６
位
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
メ
ン
ズ
ス 

　
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
部
第
６
位 

―
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
― 

▽
渡
辺
　
未
紅
（
下
関
・
荒
川
高
校
３
年
） 

＊
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
体
育
大
会 

　
出
場 

―
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
― 

▽
松
田
　
瑞
紀
（
上
関
・
荒
川
高
校
２
年
） 

▽
細
野
　
愛
理
（
下
関
・
荒
川
高
校
２
年
） 

▽
平
田
　
実
佳
（
平
内
新
・
荒
川
高
校
１
年
） 

＊
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
体
育
大
会 

　
出
場 

―
剣
道
― 

▽
山
口
　
拓
郎
（
辰
田
新
・
荒
川
高
校
３
年
） 

＊
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
体
育
大
会 

　
出
場 

―
柔
道
― 

▽
新
野
　
竜
弥
（
金
丸
・
荒
川
高
校
３
年
） 

＊
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
体
育
大
会 

　
出
場 

―
陸
上
― 

▽
船
山
　
勝
雄
（
勝
蔵
）  

＊
全
国
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

　
400
ｍ
走
　
第
５
位
・
800
ｍ
走
　
第
９
位 

 

北
信
越
大
会
等
入
賞
・
出
場
選
手 

―
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
― 

▽
近
　
友
里
恵 

　
　
　
　
（
大
島
・
新
発
田
商
業
高
校
２
年
） 

＊
第
62
回
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
第
２

　
位
・
北
信
越
高
等
学
校
体
育
大
会
出
場 

―
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
― 

▽
加
藤
　
愛
夢 

　
　
　
　
（
鮖
谷
・
新
発
田
商
業
高
校
３
年
） 

＊
第
62
回
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
団
体

　
戦
第
２
位
・
北
信
越
高
等
学
校
体
育
大
会

　
出
場 

―
柔
道
― 

▽
新
野
　
吉
晴
（
金
丸
・
豊
栄
高
校
３
年
） 

＊
第
31
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会

　
新
潟
大
会
男
子
90
㎏
級
第
３
位
・
北
信
越

　
高
等
学
校
体
育
大
会
出
場 

▽
高
橋
　
　
亮 

　
　
　
（
大
石
・
東
京
学
館
新
潟
高
校
３
年
） 

＊
北
信
越
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会 

　
男
子
100
㎏
級
出
場 

▽
高
橋
　
健
輔
（
金
俣
・
北
越
高
校
３
年
） 

＊
北
信
越
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会 

　
男
子
73
㎏
級
出
場 

▽
高
橋
　
　
慧
（
大
石
・
関
川
中
学
校
３
年
） 

＊
第
40
回
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
男
子 

　
73
㎏
級
第
３
位
・
男
子
団
体
第
３
位
・
北 

　
信
越
中
学
校
総
合
体
育
大
会
出
場 

▽
佐
藤
　
彩
花
（
下
関
・
関
川
中
学
校
２
年
） 

＊
第
１
回
県
中
学
校
１
年
生
柔
道
体
重
別
選 

　
手
権
大
会
女
子
70
㎏
級
第
２
位
・
北
信
越

　
中
学
校
総
合
体
育
大
会
出
場 

 

県
大
会
入
賞
選
手 

―
柔
道
― 

▽
五
十
嵐
あ
さ
ひ 

　
　
　
（
上
関
・
村
上
桜
ケ
丘
高
校
２
年
） 

＊
第
33
回
Ｂ
Ｓ
Ｎ
高
等
学
校
柔
道
選
手
権 

　
大
会
女
子
57
㎏
級
第
３
位 

▽
加
藤
　
　
聡
（
鮖
谷
・
関
川
中
学
校
２
年
） 

＊
第
１
回
県
中
学
校
１
年
生
柔
道
体
重
別
選 

　
手
権
大
会
男
子
60
㎏
級
第
１
位 

　
第
40
回
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
男
子 

　
団
体
第
３
位 

▽
高
橋
　
　
慎
（
大
石
・
関
川
中
学
校
２
年
） 

＊
第
１
回
県
中
学
校
１
年
生
柔
道
体
重
別
選 

　
手
権
大
会
男
子
66
㎏
級
第
１
位 

　
第
40
回
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
男
子 

　
団
体
第
３
位 

▽
阿
部
　
将
之
（
金
丸
・
関
川
中
学
校
３
年
） 

▽
五
十
嵐
文
也
（
上
関
・
関
川
中
学
校
３
年
） 

▽
佐
藤
　
朋
典
（
安
角
・
関
川
中
学
校
２
年
） 

▽
小
池
　
一
毅
（
下
関
・
関
川
中
学
校
１
年
） 

＊
第
40
回
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会 

　
男
子
団
体
第
３
位 

▽
須
貝
梨
菜
子
（
高
田
・
関
川
中
学
校
２
年
） 

＊
第
１
回
県
中
学
校
１
年
生
柔
道
体
重
別
選 

　
手
権
大
会
女
子
52
㎏
級
第
１
位 

▽
小
池
　
陽
菜
（
下
関
・
関
小
学
校
５
年
） 

＊
第
11
回
Ｂ
Ｓ
Ｎ
少
年
柔
道
選
手
権
大
会 

　
４
年
生
女
子
無
差
別
級
第
２
位 

―
ゴ
ル
フ
― 

▽
瀬
賀
　
百
花
（
下
関
・
関
小
学
校
５
年
） 

＊
第
12
回
県
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
競
技
大
会 

　
小
学
生
男
女
の
部
第
２
位 

11月3日 

村体育協会 

優秀選手表彰 
＊成績は主なもの 
　順不同・敬称略 
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随
想
リ
レ
ー 

69

渡辺星児 先生 
（関川中学校 ２学年主任） 

１月１日号は、黒澤信子先生（女川小）に 

バトンタッチ！ 

　
季
節
は
気
が
つ
け
ば
冬
。
め
っ
き
り
朝
夕
冷

え
込
む
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
色
と
り
ど

り
美
し
く
色
づ
い
た
校
庭
の
木
々
は
、
そ
の
葉

を
風
に
散
ら
し
、
蕭
々
と
降
る
雨
の
中
に
じ
っ

と
た
た
ず
み
、
晴
れ
た
日
に
は
、
晩
秋
の
青
空

に
枝
を
広
げ
て
い
ま
す
。
ふ
と
、
そ
の
枝
先
に

目
を
や
れ
ば
、
も
う
そ
こ
に
は
、
し
っ
か
り
と

春
を
待
つ
花
芽
が
並
ん
で
い
ま
す
。
生
命
の
サ

イ
ク
ル
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
ま
す
。 

　
毎
年
繰
り
返
さ
れ
る
、
そ
う
し
た
自
然
の
姿
、

営
み
。
脈
々
と
流
れ
続
け
る
、
目
に
は
見
え
な

い
何
か
を
感
じ
る
時
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
生
成

の
中
に
、
一
体
に
な
っ
た
よ
う
な
不
思
議
な
感

覚
を
覚
え
ま
す
。
今
と
い
う
瞬
間
の
驚
き
。
過

去
・
現
在
、
そ
し
て
未
来
ま
で
も
一
つ
に
な
っ

た
よ
う
な
切
れ
目
の
な
い
持
続
す
る
時
間
。 

　
紅
葉
が
終
わ
り
に
近
づ
き
、
季
節
は
確
実
に

冬
に
移
り
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
の
終
わ
り

は
、
新
た
な
始
ま
り
で
あ
り
、
物
事
は
常
に
新

し
く
何
か
に
生
ま
れ
変
わ
り
続
け
る
。
人
と
人

の
つ
な
が
り
、
人
の
あ
り
方
も
ま
た
、
同
じ
こ

と
。
そ
う
し
た
感
覚
を
忘
れ
な
い
で
、
そ
の
中

に
居
続
け
る
こ
と
。 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
大
流
行
で
、
学
級
閉
鎖

に
学
校
閉
鎖
。
こ
ん
な
こ
と
も
、
教
員
生
活
三

十
年
目
を
前
に
し
て
初
め
て
で
。
こ
れ
も
ま
た
、

と
て
も
不
思
議
な
感
覚
で
す
。
久
し
ぶ
り
に
絵

筆
を
握
り
た
い
よ
う
な
気
分
で
す
。
今
年
も
、

も
う
じ
き
終
わ
り
。
年
が
明
け
る
そ
の
前
に
、

一
枚
絵
を
描
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

■
期
日
　
11
月
12
日 

■
会
場
　
ふ
れ
あ
い
ど
〜
む 

■
結
果 

▽
優
　
勝
　
北
新
保
（
村
上
市
） 

▽
第
２
位
　
関
　
（
関
川
村
） 

▽
第
３
位
　
殿
岡
（
村
上
市
） 

▽
敢
闘
賞
　
新
川
（
村
上
市
） 

第
23
回 

　
荒
川
水
系
近
隣
市
町
村 

親
善
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会 

■
期
日
　
11
月
22
日 

■
会
場
　
新
潟
サ
ン
ラ
イ
ズ
ゴ
ル

　
　
　
　
フ
コ
ー
ス 

■
成
績 

レ
デ
ィ
ー
ス
テ
ィ
ー
男
女
の
部 

▽
第
２
位
　
瀬
賀
　
百
花（
下
関
） 

県
ジ
ュ
ニ
ア 

フ
レ
ン
ド
リ
ー
カ
ッ
プ 

　
　
　
　
ゴ
ル
フ
大
会 

　
十
一
月
十
九
日
、
山
本
コ
ウ
タ

ロ
ー
さ
ん
（
フ
ォ
ー
ク
シ
ン
ガ
ー 

・
俳
優
）
を
講
師
に
招
い
て
、「
人

権
講
演
会
＆
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
」
が
村

民
会
館
大
ホ
ー
ル
を
会
場
に
開
か

れ
ま
し
た
。 

　
講
演
で
は
「
人
を
愛
し
、
自
然

を
愛
し
、
平
和
を
愛
す
る
」
と
題

し
、
山
本
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
経
験

し
て
き
た
体
験
談
や
人
権
侵
害
、

差
別
解
消
へ
の
想
い
を
熱
く
語
っ

て
い
た
だ
き
、
参
加
し
た
約
二
百

人
の
皆
さ
ん
は
、
人
権
に
つ
い
て

深
く
認
識
し
合
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
講
演
後
に
行
わ
れ
た
ミ

ニ
ラ
イ
ブ
で
は
「
走
れ
コ
ウ
タ
ロ

ー
」
「
岬
め
ぐ
り
」
な
ど
の
懐
か

し
い
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
の
ヒ
ッ
ト

曲
を
披
露
。
会
場
の
皆
さ
ん
も
懐

か
し
そ
う
に
、
山
本
さ
ん
と
一
緒

に
口
ず
さ
ん
で
い
ま
し
た
。 

山本コウタローさんが 
　　　　　熱く語りかける 
～人権講演会&ミニライブ～ 

11月19日 

ミニライブで熱唱する 
山本コウタローさん 
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関川村食生活改善推進員の皆さん 

・牛バラ肉　125ｇ　　・里いも　250ｇ 

・こんにゃく　100ｇ　　・ねぎ　75ｇ 

・しめじ　100ｇ 

・だし汁　800ｇ　　・酒　小さじ１ 

・しょうゆ　大さじ１と2/3　　・砂糖　小さじ１と2/3 

・塩　小さじ1/3

いも煮  
　今月は、牛肉と里いも、きのこ類などを具とし

た山形県の郷土料理「いも煮」の紹介です。秋の

収穫祭や地域の交流の場として芋煮会が開かれ、

その際に振る舞われています。 

①里いもは皮をむいて、大きめに切る。ねぎはななめ切

　りにする。しめじは小房に分ける。 

②こんにゃくは手でちぎって、下ゆでする。 

③牛肉は４㎝幅に切る。 

④だし汁を鍋に入れ、里いも、こんにゃく、酒、しょう

　ゆを少々入れて、里いもがやわらかくなるまで煮る。 

⑤里いもがやわらかくなったら牛肉としめじを入れ、ア

　クを取って、砂糖としょうゆと塩を入れて、ひと煮す

　る。 

⑥ねぎを加えてひと煮立ちしたら完成。 

逝
く
秋
に
秋
明
菊
も
冷
え
び
え
と
身
の
痛
む
　
　

須
貝
　
恵
美 

と
き
心
も
痛
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
田
） 

減
反
の
残
り
の
大
豆
を
食
う
群
に
母
に
　
　
　
　

佐
藤
　
庄
七 

し
っ
か
り
掴
る
子
猿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
愛
広
苑
） 

侘
し
か
り
刈
田
広
が
る
畦
道
を
今
日
は
　
　
　
　

小
池
　
啓
子 

晴
れ
や
か
園
児
等
の
列
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
下
関
） 

里
芋
は
子
芋
抱
き
合
い
太
り
た
る
掘
り
つ
つ
　
　

山
口
　
藤
枝 

　
ぎ
し
小
気
味
よ
き
音
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
辰
田
新
） 

あ
た
ら
し
き
命
も
ら
い
し
子
の
家
族
過
せ
し
　
　
渡
辺
千
恵
子 

部
屋
の
空
き
て
寒
し
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
上
関
） 

69

短

　

歌 

白
鳥
よ
北
へ
北
へ
と
ま
っ
し
ぐ
ら
　
　
　
　
　
　

高
橋
　
イ
ツ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
愛
広
苑
） 

川

　

柳 

（５人分） 



横 山 　幸  

執筆者：佐藤貞治（「せきかわ歴史とみちの館」館長） 

せ
き
か
わ
川
柳
会
作
品
「
多
忙
」「
旗
」 
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主
婦
業
も
や
る
気
に
な
る
と
忙
し
い
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い 

閑
人
と
頼
ま
れ
事
で
日
々
多
忙
　
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ 

晩
学
の
趣
味
味
あ
り
て
惚
け
ら
れ
ず
　
　
　
　
　

佐
藤
　
ノ
ブ 

冬
支
度
多
忙
に
追
わ
れ
日
も
暮
れ
る
　
　
　
　
　

本
間
　
イ
ミ 

生
き
て
い
る
証
毎
日
多
忙
で
す
　
　
　
　
　
　
　

平
田
　
千
恵 

若
き
日
の
多
忙
は
何
も
怖
く
な
い
　
　
　
　
　
　

高
橋
　
イ
ツ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
愛
広
苑
） 

ふ
ん
わ
り
と
綿
飴
の
ご
と
秋
の
雲
　
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い 

小
春
日
や
骨
董
市
の
皿
の
藍
　
　
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ 

積
雪
は
日
本
一
の
秋
う
ら
ら
　
　
　
　
　
　
　
　

渋
谷
　
く
に 

収
穫
に
胸
は
る
農
夫
秋
多
忙
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
　
ノ
ブ 

あ
ち
こ
ち
に
槌
の
響
き
や
冬
支
度
　
　
　
　
　
　

青
木
　
慶
一 

秋
日
和
遠
来
の
友
妻
連
れ
て
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
貞
子 

　
横
山
幸
さ
ん
は
関
川
村
収
入
役
や

助
役
の
要
職
を
合
わ
せ
て
二
十
四
年

二
か
月
に
わ
た
っ
て
務
め
、
初
代
関

川
村
長
新
野
三
助
は
じ
め
五
代
の
村

長
を
補
佐
し
て
村
の
発
展
に
貢
献
。 

　
大
正
十
年
九
月
十
六
日
、
黒
川
村

夏
井
の
坂
上
幸
太
郎
の
二
男
と
し
て

出
生
。
鼓
岡
尋
常
高
等
小
学
校
卒
業
。 

　
昭
和
十
二
年
陸
軍
被
服
廠
に
就
職
。

後
半
は
物
品
出
納
室
勤
務
。
昭
和
十

七
年
四
月
新
発
田
十
六
連
隊
に
入
隊
。 

　
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
補
充
要
員
と
し
て

ラ
バ
ー
ル
に
駐
屯
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

マ
レ
ー
、
ビ
ル
マ
、
ベ
ト
ナ
ム
に
主

計
下
士
官
と
し
て
転
戦
。
ホ
ー
チ
ミ

ン
市
で
終
戦
を
迎
え
た
。
昭
和
二
十

一
年
五
月
復
員
し
、
黒
川
村
森
林
組

合
や
鼓
岡
郵
便
局
に
勤
務
。 

　
昭
和
二
十
三
年
四
月
関
川
村
辰
田

新
の
横
山
家
に
婿
入
し
横
山
姓
と
な

る
。
昭
和
二
十
三
年
六
月
十
二
日
関

谷
村
書
記
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
昭
和
三

十
二
年
四
月
一
日
三
十
五
歳
の
若
さ

で
関
川
村
収
入
役
に
選
任
。
収
入
役

と
し
て
九
年
九
か
月
優
れ
た
事
務
能

力
を
発
揮
し
て
職
務
に
精
励
。
特
筆

す
べ
き
こ
と
は
県
内
の
自
治
体
に
先

が
け
て
伝
票
会
計
と
指
定
金
融
機
関

制
度
を
採
用
し
て
会
計
の
迅
速
化
を

図
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
四
十
二

年
一
月
一
日
関
川
村
助
役
に
選
任
。

十
四
年
三
か
月
に
わ
た
っ
て
村
長
を

補
佐
し
村
の
発
展
に
尽
く
し
た
。
昭

和
四
十
二
年
八
月
二
十
八
日
の
大
水

害
で
村
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た

が
、
村
長
を
補
佐
し
指
導
力
を
発
揮

し
て
被
害
者
の
救
援
活
動
と
農
地
を

は
じ
め
各
種
事
業
の
災
害
復
旧
に
全

力
を
尽
く
し
た
。
ま
た
水
害
の
た
め

村
財
政
は
赤
字
を
生
じ
関
川
村
は
再

建
団
体
と
な
っ
た
が
、
寝
食
を
忘
れ

て
努
力
し
一
か
年
短
縮
し
て
四
十
四

年
再
建
団
体
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
災
害
復
興
記
念
事
業
と
し

て
の
公
民
館
の
建
設
を
は
じ
め
、
役

場
新
庁
舎
の
建
設
や
上
水
道
事
業
の

着
手
、
工
業
団
地
造
成
・
工
場
誘
致

の
ほ
か
国
道
二
九
〇
号
線
の
昇
格
、

丸
山
大
橋
架
橋
の
県
直
轄
事
業
採
択

陳
情
な
ど
、
よ
く
村
長
を
助
け
て
実

績
を
挙
げ
た
。 

　
昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十
一
日
助

役
退
任
後
、
財
団
法
人
渡
邉
家
保
存

会
の
事
務
局
長
に
就
任
。
昭
和
六
十

一
年
ま
で
国
重
要
文
化
財
の
保
存
に

力
を
尽
く
し
た
。
特
に
五
十
六
年
か

ら
三
か
年
間
、
味
噌
蔵
の
解
体
修
理

や
母
屋
の
屋
根
の
修
理
な
ど
約
一
億

四
千
万
円
を
投
じ
た
工
事
を
無
事
完

成
さ
せ
た
。
ま
た
大
事
業
で
あ
っ
た

村
史
編
さ
ん
に
も
参
画
し
、
編
さ
ん

委
員
長
を
務
め
た
。
平
成
四
年
二
月

「
関
川
村
史
」
が
刊
行
さ
れ
た
。 

　
役
場
を
退
職
後
は
弦
巻
松
蔭
に
師

事
し
て
書
道
に
励
ん
だ
。
禾
秋
を
号

し
日
本
最
大
の
書
展
と
い
わ
れ
る
「
毎

日
展
」
や
「
県
展
」
に
入
選
を
果
し

た
。
ま
た
辰
田
新
を
は
じ
め
村
内
三

か
所
で
書
道
塾
を
開
講
し
、
同
好
者

に
熱
心
に
指
導
し
た
。
観
世
流
謡
曲

を
趣
味
と
し
、
羽
鳥
宏
師
範
の
も
と

で
謡
曲
を
た
し
な
ん
で
い
る
。 

○
横
山
家
の
系
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ツワブキ 

　キク科ツワブキ属の多年草で、本州中部以西か

ら朝鮮半島や中国に分布しています。草丈は50

㎝にもなり、10～11月に葉の間を抜けて花茎を

のばし、５㎝程度の黄色い花を数厘咲かせます。

ツヤのある葉がフキに似ているところから、つや

ふき（つやばふき）から変化し、ツヤブキになっ

たと言われています。葉は薬用として打撲や切り

傷など、乾燥した根茎は健胃や食あたり、下痢な

どに用います。キャラブキや九州名産の佃煮キャ

ラブキは、この葉で作られます。 

栽培方法　非常に強健種で日陰でも

よく育つことから、一般的に庭の石

組や根元などに好まれて植栽されま

す。鉢植えでも栽培は容易ですが、

乾きやすいので赤玉土と鹿沼土を４：

６の割合で混合した用土を使用し、

潅水をこまめに行ってください。肥

料は春と秋に有機肥料で多めに置肥

します。しおれかけた葉に水を与え

ると、たちまち回復するほどの強健

種で、ツワブキの花言葉が「愛よ、

よみがえれ」というのは、この強健

ぶりからきた言葉なのかもしれませ

んね。 

◆六聖園（富樫幸子・上関） 

阿 部 隆 之さん　歩さん（大島） 

紗　穂ちゃん（９歳） 

和　樹ちゃん（５歳） 

慎　吾ちゃん（５歳） 

　わが家はとっても賑やかです。毎日よく遊び、よく笑い、よく

戦っています。 

　和樹と慎吾は来年１年生になります。紗穂も新しい学校になる

ので、３人ともドキドキ・ワクワク。みんなと仲良く、楽しく通

ってね♡

�今年の村民駅伝競走大会は、今年一番
の寒さとなりました。私もカメラを手に
車で選手を追い掛けましたが、寒いのな
んの。選手の皆さんはもっと寒いと思い
ますが…。ともあれ、選手の皆さんはも
ちろん、チームを裏で支えた役員の皆さ
ん、大勢のボランティアスタッフの皆さ
ん、大変お疲れさまでした。 
�新・関川小学校の完成に伴い、関小学
校校舎の取り壊しが行われます。取り壊
し前には一般公開も予定されていますの
で、卒業生の皆さん、今一度、母校に足
を運んで、昔を思い出してみてはいかが
ですか。　　　　　　　　　　　（つ） 

●10月16日～11月15日までの届出● 

平成21年10月末現在　（　）は前月対比 

世 帯 数　　2,058世帯（－３） 
総 人 口　　6,790　人（－10） 
　 男 　　　3,251　人（－６） 
　 女 　　　3,539　人（－４） 

転入　３人　　転出　13人 

出生　３人　　死亡　３人 

す えな がくお 幸 せ に  

ごめい福をお祈りいたします 

加藤　善吉　さん　　78歳　　鮖　谷 

�橋庄二郎　さん　　80歳　　大　石 

内山　文夫　さん　　55歳　　上　野 

阿部　ヨシ　さん　　94歳　　大　島 

渡�　正好　さん　　75歳　　下　関 

渡�　清弥　さん　　87歳　　南赤谷 

　伊　藤　裕　也　さん　　松ヶ丘 
（小　野）静　香　さん　（胎内市） 

　駒　沢　　　猛　さん　　鍬江沢 
（根　津）里衣子　さん（新潟市西蒲区） 

お誕生おめでとうございます 

太　陽ちゃん（男）　金　丸 

　　　　　　新野龍太郎・みなみさん 

喜　大ちゃん（男）　湯　沢 

　　　　　　五十嵐喜和・裕 美さん 

來　翔ちゃん（男）　高　田 

　　　　　　須貝　克也・幸 恵さん 

たい　　よう 

よし　　ひろ 

らい　　 と 


